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︹
調
査
日
︺

　

平
成
30
年
７
月
20
日

︹
参
加
議
員
︺

12
名

　

道
の
駅「
遠
野
風
の
丘
」

の
機
能
充
実
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
施
設
配
置
図
、

施
設
改
修
後
の
平
面
図
を

見
な
が
ら
見
直
し
部
分
を

中
心
に
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
を
お
こ
な
っ
た
。

　

災
害
時
の
防
災
機
能
充

実
に
つ
い
て
は
、
防
災
館

（
仮
称
）
を
新
設
す
る
の

で
は
な
く
既
存
建
物
と
産

業
振
興
拠
点
施
設（
新
設
）

を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
国
道
か
ら
東
側

駐
車
場
に
直
接
出
入
り
で

き
る
入
退
出
路
を
新
た
に

整
備
し
、
既
存
駐
車
場
を

拡
張
整
備
す
る
見
直
し
案

が
示
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
調
査
事
項

◆
子
育
て
支
援
施
策
の
現

状
の
調
査

◆
平
成
30
年
３
月
に
落
成

し
た
附
馬
牛
保
育
園
・
児

童
館
の
現
地
視
察

◆
遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ

ッ
ジ
改
修
整
備
事
業
に
つ

い
て
改
修
箇
所
を
調
査

︹
研
修
日
︺

　

平
成
30
年

 

８
月
８
・
９
日

︹
参
加
議
員
︺

　

萩
野　

幸
弘

　

多
田　

勉

　

菊
池　

由
紀
夫

　

菊
池　

充

　

瀧
澤　

征
幸

　

多
田　

誠
一

　

安
部　

重
幸

　

新
田　

勝
見

◆
上
野
村
の
雇
用
の
創
出

と
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
視

察
　

上
野
村
は
、
平
成
元
年

度
よ
り
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
始

め
、
現
在
で
は
総
人
口
の

20
％
の
２
６
０
人
が
定
住

し
生
活
し
て
い
る
。
定
住

増
加
の
理
由
は
、
村
が
主

体
と
な
っ
て
雇
用
の
場
を

創
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

上
野
村
は
、
交
通
条
件

や
地
形
的
な
条
件
か
ら
企

業
誘
致
は
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
新
た
な
産

業
お
こ
し
と
連
動
さ
せ

て
、
各
種
施
設
の
整
備
に

よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の

こ
と
が
、
定
住
増
加
の
実

績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
桐
生
市
の
森
産
業
㈱
で

乾
し
い
た
け
の
現
状
と
今

後
の
生
産
対
策
を
視
察

　

全
国
の
乾
し
い
た
け
生

産
量
は
、
減
少
傾
向
で
推

移
。
価
格
は
、
平
成
20
年

か
ら
25
年
に
か
け
て
約
５

割
下
落
し
た
が
、
そ
の
後

大
幅
に
上
昇
し
、
平
成
28

年
度
は
、最
高
値
を
更
新
。

植
菌
本
数
は
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度

以
降
は
微
増
傾
向
に
あ

る
。

　

今
後
の
生
産
農
家
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
気
候
温

暖
化
に
対
し
遮
光
対
策
や

灌
水
対
策
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
施
設
や
、
山
林

内
の
発
生
環
境
の
確
保
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

︹
調
査
日
︺

　

平
成
30
年

 

６
月
26
～
28
日

︹
調
査
研
修
箇
所
︺

　

島
根
県
雲う

ん

南な
ん

市

　
　
躍
動
と
安
ら
ぎ
の
里
鍋
山

　

島
根
県
安や

す

来ぎ

市
比
田

　
　
え
～
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー

︹
参
加
議
員
︺

　

菊
池　

由
紀
夫　

　

佐
々
木　

大
三
郎

　

瀧
本　

孝
一

　

浅
沼　

幸
雄

　

安
部　

重
幸

　

新
田　

勝
見

︹
同
行
職
員
︺

　

市
民
協
働
課
長

　

荻
野　

弘
美

◆
新
た
な
地
域
運
営
母
体

「
地
域
自
主
組
織
」

　

雲
南
市
で
は
、
様
々
な

世
代
が
「
地
縁
」
に
よ
る

つ
な
が
り
を
も
と
に
連
携

し
、
多
様
な
活
動
を
行
う

住
民
組
織
「
地
域
自
主
組

織
」
が
市
内
全
域
に
結
成

さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
課

題
を
、
現
代
に
合
わ
せ
て

少
し
ず
つ
方
法
を
変
え
る

た
め
、
主
に
小
学
校
区
を

単
位
と
し
て
組
織
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。

　

最
も
多
様
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
三
刀
屋
地
区
の

「
躍
動
と
安
ら
ぎ
の
里
鍋

山
」
は
人
口
１
３
６
０
人

の
集
落
で
あ
る
。「
鍋
山

地
区
が
ど
ん
な
地
域
で
あ

れ
ば
良
い
か
」
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と

し
た
記
述
式
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
も
と
に
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
を
目
指
し
た
計
画

が
作
ら
れ
た
。地
域
の「
生

活
を
守
る
」「
活
性
化
さ

せ
る
」「
維
持
す
る
」
た

め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
計
画
）
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
と
も

に
絵
本
の
よ
う
に
見
や
す

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
全
戸

に
配
布
さ
れ
て
い
た
。

　

主
な
取
り
組
み
は
、
水

道
検
針
と
高
齢
者
宅
訪
問

を
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
見

守
り
や
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
移
動
販

売
車
を
利
用
し
た
買
い
物

弱
者
支
援
な
ど
で
あ
る
。

◆
地
域
計
画
を
達
成
す
る

た
め
に
会
社
を
設
立
　

　

農
家
や
商
店
の
経
営

者
、
行
政
職
員
ら
80
人
の

住
民
有
志
が
立
ち
上
げ
た

会
社
「
え
～
ひ
だ
カ
ン
パ

ニ
ー
」。
集
落
営
農
と
地

域
運
営
組
織
の
機
能
を
持

ち
、
住
民
に
よ
る
住
民
の

た
め
の
株
式
会
社
と
し

て
、
多
様
な
事
業
を
展
開

し
て
い
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
比
田
地

区
が
受
け
入
れ
た
農
業
志

望
の
３
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
行
動
力
が
生
か

さ
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

多
く
の
市
民
が
関
わ
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り

返
し
、
88
の
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
、
時

の
経
過
と
と
も
に
弱
体
化

し
な
い
よ
う
法
人
化
が
決

ま
っ
た
。

　

10
年
後
も
住
み
よ
い
比

田
地
区
で
あ
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
「
自

治
機
能
」
と
、
財
源
を
生

み
出
す
た
め
の
「
生
産
機

能
」
が
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う

形
を
目
指
し
て
い
た
。

◆
ま
と
め

　

両
組
織
は
と
も
に
、
生

活
者
な
ら
で
は
の
発
想
や

課
題
を
出
し
合
い
、
地
域

の
魅
力
発
見
に
つ
な
げ
、

生
き
が
い
や
充
実
を
感
じ

る
活
動
が
で
き
て
い
た
。

そ
こ
へ
、
若
者
の
行
動
力

が
影
響
し
、
地
域
へ
の
思

い
、
行
政
と
対
等
な
関
係

を
保
ち
取
り
組
ま
れ
て
い

る
住
民
自
治
実
践
事
例
が

成
果
を
上
げ
て
い
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
お
か
れ

た
環
境
を
改
め
て
認
識

し
、
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
す
べ
き
と

感
じ
た
。

市政調査会

議 員 有 志
群馬県上野村・
桐生市を視察

総 務 常 任
委 員 会
行 政 視 察

学んで行動する議会へ

種
駒
培
養
室
を
視
察

４月１日に供用開始した
附馬牛保育園・児童館

雇
用
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る

「
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
」

地域計画を見やすいパンフレットに

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
る
ま
で
を
説
明
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

視 察 報 告 調 査 報 告


